
,392

２　計画の分野別の方針を実現する事業

（１）　人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち

①  《平和・人権》
№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

1 平和推進事業 文化推進課 計画 事業の実施 事業の実施 事業の実施 事業の実施 事業の実施 　平和都市宣言及び市民憲章の精神に
基づいて、市民の平和意識の醸成を図
るとともに憲法の基本原理である「基
本的人権の尊重」、「平和主義」等
を、「憲法記念日のつどい」、平和の
つどいコンサートなどを通じ、暮らし
の中への定着を市民との協働で図って
きた。

　引き続き、市民との協働
事業として推進する中、事
業によっては企業などとも
連携を図ることにより、協
力者の幅の拡大と、併せて
収入を確保し、より効果的
な事業展開ができるように
図っていく。

　

　 事業費 2,224 2,273 2,040 1,687 1,486

実績 実行委員会による
平和推進事業の実
施、市民平和文化
展等

実行委員会による
平和推進事業の実
施、市民平和文化
展等

実行委員会による
平和推進事業の実
施、市民平和文化
展等

実行委員会による
平和推進事業の実
施、市民平和文化
展等

実行委員会による
平和推進事業の実
施、市民平和文化
展等

事業費 1,788 1,859 1,746 1,208 1,196

2 人権施策の推進 人権・男女共
同参画課

計画 相談の実施 相談の実施
懇話会設置

相談の実施
指針策定

相談の実施
施策の推進

相談の実施
施策の推進

　平成１４年６月に「かまくら人権懇
話会」を設置し、人権施策についての
提言をもらい、市民からの意見も加え
て「かまくら人権施策推進指針」を策
定した。
　平成１７年１１月には、横須賀、藤
沢人権啓発活動ネットワーク協議会活
動として「ヒューマン・フェスタ・イ
ン・かまくら」を開催した。

　人権施策については、指
針に基づいて推進してお
り、推進にあたっては、市
民、企業との連携が重要で
あるが、今後どのように人
権施策の考えを浸透させる
かが課題である。

　 事業費 0 1 1,299 104 1,640
実績 庁内推進組織の発

足
「かまくら人権懇
話会」設置

かまくら人権施策
推進指針の作成

かまくら人権施策
推進指針の進行管
理

かまくら人権施策
推進指針の進行管
理、人権電話ホッ
トライン相談、人
権フェスティバル
の実施

事業費 0 1,383 881 104 1,596

②　《男女共同社会》
№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

1 （仮）女性センター及び地域活動
拠点の設置

人権・男女共
同参画課

計画 拠点整備 活用 活用 活用 活用 　平成１３年度に、由比ガ浜３丁目旧
鈴木邸を利用して、「アンサンブル鎌
倉」の名称で女性センター機能の一部
を開設している。現在は、「生涯学習
施設等再編整備計画」の中で、複合施
設として活用することが確認されてい
る。

　現在は、女性史編さん活
動の拠点として主に活用し
ているが、今後は、交通の
利便性から、大船駅東口再
開発事業に参加し、公共施
設へ組み入れられることも
研究したい。

　 事業費 3,190 1,860 956 900 1,149

実績 アンサブル鎌倉を
開設

アンサンブル鎌倉
の管理運営

アンサンブル鎌倉
の管理運営

アンサンブル鎌倉
の管理運営

アンサンブル鎌倉
の管理運営

事業費 2,121 1,581 1,009 663 1,065

2 鎌倉の女性史の編さん 人権・男女共
同参画課

計画 資料収集 資料収集 資料収集 資料収集 資料収集 　平成１６年に「女性史聞き書き集第
１集」を作成し、平成１８年３月には
「女性史聞き書き集第２集」を作成し
ている。順調な販売実績であり、市民
から高い評価を得ている。

　今後、「読む年表」や
「通史」の作成が予定され
ている。基礎データの集積
に人手と時間がかかり、
「アンサンブル2１」との協
働で進めているが、膨大な
資料を集める必要があり、
今後の対応が課題である。

　 事業費 209 200 1,104 306 939

実績 資料収集、女性史
編さん委員養成講
座

資料収集、女性史
編さん委員養成講
座

資料収集、女性史
編さん委員養成講
座、女性史「聞き
書き集」の発行

資料収集、女性史
編さん委員養成講
座、女性史「聞き
書き集」の増刷

資料収集、女性史
編さん委員養成講
座、「聞き書き
集」第２集の発行

事業費 257 186 701 556 657
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№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

3 男女共同参画社会実現に向けたプ
ランの推進と意識啓発

人権・男女共
同参画課

計画 プラン推進
意識啓発

プラン推進
意識啓発

プラン推進
意識啓発

プラン推進
意識啓発

プラン推進
意識啓発

　かまくら２１男女共同参画プラン後
期推進計画を平成１８年３月に策定
し、平成２２年までの男女共同参画の
推進における行動計画を策定した。平
成１７年度には男女共同参画フォーラ
ムとして「活かそうベアテの贈りも
の」と題した講演会と映画「ベアテの
贈りもの」を上映するなど、男女共同
参画の推進のための数々の事業を行っ
ている。

　男女共同参画の推進に係
る啓発については、参加者
が一定の層に固定化される
傾向があり、広い層からの
参加が得られない状況があ
る。家庭と仕事との調和な
ど、広い層の関心を呼ぶこ
とができる課題について、
事業者の協力を得ながら推
進したい。

事業費 3,072 2,597 7,268 2,358 2,006
実績 男女共同参画市民

委員の活動、
フォーラムなどの
開催、情報誌、啓
発冊子作成

男女共同参画市民
委員の活動、
フォーラムなどの
開催、情報誌、啓
発冊子作成

男女共同参画市民
委員の活動、
フォーラムなどの
開催、情報誌、啓
発冊子作成、男女
共同参画に関する
意識調査

男女共同参画市民
委員の活動、
フォーラムなどの
開催、情報誌、啓
発冊子作成、男女
共同参画推進条例
制定に向けた準備

男女共同参画市民
委員の活動、
フォーラムなどの
開催、情報誌、啓
発冊子作成、男女
共同参画推進条例
制定に向けた準備

事業費 2,495 2,402 4,328 1,691 1,471
4 相談事業の充実 人権・男女共

同参画課
計画 相談の実施 相談の実施 相談の実施 相談の実施 相談の実施 　女性に対する電話相談、面接相談を

実施している。平日においては、原則
いずれかの相談が受けられる体制を整
備している。相談件数は年々増加する
傾向である。ＤＶについても関係機関
と連携を図りながら、適切に対応して
いる。

　ＤＶでかつ子どもの親権
等についても争っているな
ど困難性の高いケースに対
応するため男女共同参画専
門相談員制度を発足させた
が、どのように適切に市民
の要望に対応し、運営して
いくかが課題である。

　 事業費 528 1,362 1,584 1,584 1,570

実績 女性相談の実施
（面接・電話）

女性相談の実施
（面接・電話）

女性相談の実施
（面接・電話）

女性相談の実施
（面接・電話）

女性相談の実施
（面接・電話）

事業費 495 1,321 1,389 1,335 1,254

③　《国際化社会》
№ 事　　業　　名 所管課 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 評　　価　　等 課　　題

1 国際交流組織の検討及び拠点の整
備

文化推進課 計画 支援
拠点整備の検討

支援
拠点整備の検討

支援
拠点整備の検討

支援
拠点整備の検討

支援
拠点整備の検討

　市内を中心に活動している国際交
流・国際協力団体による「鎌倉市国際
交流・協力団体連絡会」を設置し、市
と各団体の情報交換や団体相互のネッ
トワーク化を図るとともに、将来の国
際交流組織の設立に向けた議論の場と
した。
　また、各団体相互の及び市との連
携・協力関係を深めるとともに、地域
における国際交流・国際協力活動を市
民等に広く周知し、活動に対する理解
を促進することを目的に、「かまくら
国際交流フェスティバル」を開催し
た。

　引き続き、市内を中心に
活動している国際交流・国
際協力団体による「鎌倉市
国際交流・協力団体連絡
会」を開催し、市と各団体
の情報交換や団体相互の
ネットワーク化の強化を図
るとともに、「国際交流活
動の拠点の整備」を目指
し、各団体との意見交換を
進めていく。
　また、地域における国際
交流事業の一つとして定着
した「かまくら国際交流
フェスティバル」を開催す
るとともに、各団体と協力
を図りながら、新たな事業
の実施を目指し、多文化共
生社会への理解を促進し、
その確立を目指していく。

　 事業費 0 0 113 0 113

実績 国際交流・協力団
体連絡会開催、国
際交流フェスティ
バルの開催

国際交流・協力団
体連絡会開催、国
際交流フェスティ
バルの開催

国際交流・協力団
体連絡会開催、国
際交流フェスティ
バルの開催

国際交流・協力団
体連絡会開催、国
際交流フェスティ
バルの開催

国際交流・協力団
体連絡会開催、国
際交流フェスティ
バルの開催

事業費 0 0 113 0 113

2 新たな都市交流の推進 文化推進課 計画 推進 推進 推進 推進 推進 　「新たな都市交流のあり方」として
「鎌倉市民親善都市交流」により、ド
イツ・ワイマール市と平成１３年４月
に市民親善都市提携を締結し、市民レ
ベルで行われた交流事業を支援すると
ともに、平成１７年度には、ワイマー
ル市民訪問団を受入れ、交流事業を実
施した。

　引き続き、市民レベルに
おける都市交流を推進する
ため、その交流を支援して
いく。また、姉妹（友好）
都市に限らず、国内外の都
市との幅広い交流を推進す
るため、交流がしやすい環
境づくりに努める。

　 　 事業費 0 439 294 102 102

実績 ドイツワイマール
市と市民親善都市
交流を締結

都市交流推進委員
会発足

都市交流推進委員
会の開催、姉妹都
市訪問奨励金制度
等の検討

任期満了に伴い都
市交流推進委員会
を休止

ワイマール市民訪
問団受け入れなど

事業費 0 104 133 0 412
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